
バス配車

します。 

 基地設置・Ｘバンドレーダーの搬

入に向け、経ヶ岬の予定地では、

着々と工事が進められています。穴

文殊さんの真上の頭頂部の崖先の岩

をドリルで掘削し、多数あった樹木

も根こそぎ伐採され、「老松」も先

端部分が立ち枯れのようになってい

ます。 

 ８月１日「米軍基地建設を憂う有

志の会」が、①米軍関係者の居住

地、②穴文殊破壊、③警察説明会、

④事件･事故の対応、⑤被害者補償

制度の５点にわたって京丹後市・大

村副市長に緊急質問を申し入れた際

には、大村副市長はこうした事態を

現認していないことがわかりまし

た。 

 また、軍属と呼ばれる米民間警備

会社の傭兵の居住地をめぐり、住民

への説明会もないまま、不動産業者

が「レオパレス方式」（1人用の家

具付１ＬＤＫ住宅）で、数カ所の土

地を検討していることもわかってき

ました。 

 京丹後市は、９月１日より、旧宇

川中学校に防衛省出張所とともに対

策室を移動しています。 

【写真：「米軍基地の建設を憂う宇川有志の会」ｆａｃｅ ｂｏｏｋより】 

1口・1000円の 

集会賛同金を募って

います。 



 「京都新聞」は、8月25日

から31日にかけて5回にわた

り『揺らぐ平和と記憶 米軍Ｘ

バンド基地から』の特集を連

載しています。 

 記事では、「日本が集団的

自衛権の行使容認に踏み出し

たもとで、」「日米地位協定

と、機密のベールに包まれた

基地。これから京都にどんな

影響がありうるのか」と問い

かけています。連載の中で、

新たな事実も浮かび上がって

きました。 

■「京都新聞」･『揺らぐ平和と記憶 米軍Ｘバンド基地から』（５回連載特集・

8月25日①機密のベール、26日②防衛マネーの村、28日③地位協定、29日④

地権者の苦悩、31日⑤秘密拡大） 

 また、８月９日にも、『戦後Ｘ年目の語り方』特集の②として、『京丹後の基

地－米軍が使い乾いた棚田 60年前基地負担 秘史』が取り上げられています。 

■自治体に迫る「テロ・毒  

 ガス対策」 

 車力基地では、米軍から

つがる市に対し「市役所は

テロリストにどう対処して

いるのか」「毒ガス攻撃に

備えた服の在庫はあるの

か」と、地方自治体へ住民の安全・安心より、米軍基

地をどう守るかを最優先に迫っています。 

 また、『防衛マネー』という基地再編交付金で「懐

柔のアメ」が配られるが「抵抗すればムチに急変」

し、打ち切られること。 

 土地契約も「京丹後市・京都府は、防衛省に住民の

安全確保、地域振興など要望を出しているが、もし基

地が環境に悪影響を及ぼしたり、米軍が要望を聞き入

れなかったりした場合、地権者は米軍との契約を解消

できるのだろうか」と、疑問を投げかけ、拒否すれ

ば、特措法で強制収用も可能で、京丹後市の男性は

「後で返せと言っても20～30年は無理ですよ」とい

われたと取材しています。 

■車力・米少佐、「（レーダー停波）記録にない」 

 さらに、車力では、海難事故の際、レーダーを防衛省

は「停波した」といってきましたが、米軍への取材で米

責任者の少佐は「記録にない」といっています。 

 

■現地の環境影響調査「必要ないと判断」 

 また、在日陸軍司令部（キャンプ座間）によれば、Ｊ

ＰＥＳ（環境影響調査）も「「日本政府の情報に基づ

き、現地調査は必要ないと判断された」と回答」してい

ます。 

 今後、特定秘密保護法が施行されるもとで、レーダー

の性能を含めいっそうの秘密が拡大されることを懸念し

ています。 


